
衆
院
国
土
交
通
委
で

『小
金
井
の
２
路
線
は
地
元
で

見
直
し
求
め
て
い
る
』

５
月
20
日
、
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
で
、

日
本
共
産
党
の
宮
本
徹
議
員
は
、
都
市
計
画

道
路
に
国
の
予
算
が
支
出
さ
れ
、
会
計
検
査

院
か
ら
地
域
住
民
の
意
向
や
合
意
形
成
を
踏

ま
え
た
事
前
評
価
が
必
要
と
指
摘
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、
東
京
都
が
優
先
整
備
路
線
の

第
四
次
事
業
化
計
画
の
決
定
に
先
立
っ
て
、

お
こ
な
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
、
４

１
２
６
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
、
「
こ
の
う
ち
、
２
１
１
１
件
が
小

金
井
の
道
路
、
小
金
井
３
・
４
・
１
と
小
金

井
３
・
４
・
１
１
の
２
路
線
で
、
こ
の
２
つ

の
路
線
は
国
分
寺
崖
線
、
は
け
と
呼
ば
れ
る

貴
重
な
自
然
が
残
っ
て
い
る
。
10
年
前
か
ら

自
然
再
生
事
業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
３
月
23

日
に
は
、
小
金
井
市
議
会
で
計
画
を
見
直
す

意
見
書
が
可
決
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
東
京
都
は
第
四
次
事
業
化
計
画
を
決
定

し
た
。
大
臣
に
お
伺
い
し
ま
す
が
、
一
般
論

と
し
て
、
地
元
議
会
で
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
が
可
決
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
こ

れ
は
地
元
の
機
運
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
」

（
石
井
大
臣
）
「
一
般
論
と
し
て
、
地
元
の

理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
と
思
う
」

「
小
金
井
の
２
つ
の
路
線
名
」
が
直
接
示
さ

れ
て
の
質
問
の
意
義
は
大
き
い
。
ま
た
、
一

般
論
と
し
な
が
ら
も
、
地
元
の
理
解
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

「
都
市
計
画
道
路
は
防
災
の
た
め
」
は
本
当
か
？
４
月
24
日
、

「
都
市
計
画
道
路
を
考
え
る
小
金
井
市
民
の
会
」
は
、
防
災
問

題
の
専
門
家
の
中
村
八
郎
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
の
安
全

安
心
サ
ポ
ー
タ
ー
理
事
長
・
日
本
大
学
理
工
学
部
・
大
学
院
講

師
）
を
招
い
て
、
『
小
金
井
市
の
道
路
と
防
災
問
題
』
と
題
し

て
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
習
会
に
は
、
市
内
か
ら
95
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
国
と
都
の
防
災
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
阪
神

淡
路
大
地
震

の
教
訓
な
ど

に
も
触
れ
、

東
京
都
が
100

ヘ
ク
タ
ー
ル

（1km

×1km

）

の
面
積
の
中

に
火
災
を
閉

じ
込
め
れ
ば
、

隣
り
の
区
画

に
は
移
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
、
こ
の
区
画
を
大
型
道
路
で
仕

切
る
と
い
う
考
え
は
、
小
学
校
区
の
広
さ
の
面
積
が
燃
え
て
も
、

そ
の
隣
り
の
区
画
に
燃
え
移
ら
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
、

こ
れ
は
市
民
の
感
覚
で
な
い
と
批
判
。

ま
た
、
緊
急
輸
送
道
路
は
、
災
害
時
に
私
た
ち
に
必
要
な
物
資

を
町
に
届
け
て
く
れ
る
た
め
の
道
路
で
な
い
、
通
過
す
る
だ
け

の
道
路
で
「
計
画
道
路
」
は
無
意
味
と
、
指
摘
し
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会
所
属
の
４
人
の
市
議
会
議
員
か
ら
、
議
会
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
今
後
の
運
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
道
路
予
定
地
の
地
権
者
と
し

て
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
個
人
で
ビ
ラ
を
つ
く
っ

て
、
周
辺
の
家
に
配
布
し
て
、
知
ら
せ
て
い
る
こ
と
、
道
路
計

画
の
こ
と
を
知
ら
な
い
マ
マ
友
に
話
を
し
て
、
は
け
や
公
園
の

自
然
が
壊
さ
れ
こ
と
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

小
金
井
在
住
の
外
国
の
方
た
ち
に
も
署
名
で
し
ら
せ
る
た
め
英

文
署
名
用
紙
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た

小
金
井
２
路 

線
の
記
事
配
信

-
-

時
事
通
信-

-

小
金
井
の
２
つ
の
都
市
計
画
道
路
の
記
事
が
「
残
る
の
か

武
蔵
野
の
原
風
景
～
忍
び
寄
る
都
道
計
画
～
」
と
題
し
て
、

時
事
通
信
の
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
（
時
事
ド
ッ
ト
コ
ム
）
で
配

信
さ
れ
ま
し
た
。
（
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

◇
は
け
と
野
川
を
縦
断
す
る
内
容

◇
「
武
蔵
野
夫
人
」
の
舞
台

都
市
計
画
道
路
の
整
備
方
針
「
第
４
次
事
業
化
計
画
」
で

選
定
さ
れ
た
路
線
は
全
体
で
３
１
５
本
、
距
離
２
２
３
キ
ロ

に
及
ぶ
。
こ
の
う
ち
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
小
金
井
市

中
央
部
を
走
る
連
雀
通
り
か
ら
東
西
に
新
小
金
井
街
道
に
至

る
約
２
キ
ロ
と
、
連
雀
通
り
か
ら
南
北
に
東
八
道
路
に
抜
け

る
約
８
３
０
メ
ー
ト
ル
の
２
本
だ
。

ひ
と
つ
の
道
路
は
、
「
は
け
」
を
斜
め
に
走
り
、
戦
後
文
学

を
代
表
す
る
作
家
大
岡
昇
平
（
１
９
０
９
～
８
８
年
）
の
小
説

「
武
蔵
野
夫
人
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
自
然
・
文
化
地
区
や

民
家
の
密
集
地
区
を
切
り
裂
く
形
と
な
る
。
も
う
ひ
と
つ
ん
０

道
路
は
、
都
立
武
蔵
野
公
園
で
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る

場
所
で
、
三
鷹
方
向
の
野
川
公
園
に
も
つ
な
が
る
都
民
ら
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

◇
「
幻
の
軍
用
道
路
」
復
活
？

◇
上
空
で
空
中
戦
が
あ
っ
た

◇
国
分
寺
崖
線
の
「
聖
地
」

◇
反
対
意
見
、
９
７
％
で
も

記
事
の
最
後
に
、
記
者
は
「
地
元
・
小
金
井
で
は
、
都
が
計

画
を
強
行
す
れ
ば
「
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
前
に
座
り
込
む
」
と
話

す
古
老
も
お
り
、
存
続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
武
蔵
野
の
原
風

景
の
行
方
に
、
目
が
離
せ
な
い
状
態
だ
。
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
会
が
「
小
金
井
市
の
道
路
と
防
災
問
題
」
学
習
会
を
開
催

都市計画道路を考える
小金井市民の会

第２号 2016年6月3日
発行 都市計画道路を考える

小金井市民の会
連絡先 電話090-7847-3968 事務局:阿部



各
地
の
報
告
会
や
交
流
会
に
市
民
の
会
か
ら
参
加

★
「
と
め
よ
う
！
特
定
整
備
路
線

２
０
１
６
全
都
集
会
」
（
４/

30
）

市
民
の
会
か
ら
、
10
人
近
く
参
加
。

岩
見
良
太
郎
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
は
講
演
で
、
凄
ま
じ
い
勢
い
で
進
め
ら
れ
て
い
る
東
京
大

改
造
の
都
市
再
生
と
、
道
路
づ
く
り
は
大
企
業
の
利
益
に
奉
仕
す
る
公
共
財
産
提
供
（
都
有
地

の
安
価
な
払
い
下
げ
、
容
積
率
緩
和
等
）
な
ど
を
指
摘
。

弁
護
士
の
湯
山
花
苗
さ
ん
か
ら
は
板
橋
区
の
「
大
山
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
商
店
街
」
を
分
断
す

る
特
定
整
備
路
線
補
助
２
６
号
線
の
訴
訟
に
つ
い
て
報
告
。
計
画
の
決
定
自
体
が
、
内
閣
の
認

可
が
必
要
な
旧
都
市
計
画
法
の
も
と
で
の
決
定
な
の
に
、
主
務
大
臣
が
決
定
し
て
い
な
い
こ
と

や
、
交
通
の
円
滑
化
を
目
的
と
あ
げ
な
が
ら
そ
れ
が
実
現
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
決
定
自
体
も

手
続
き
も
違
法
で
あ
る
と
訴
状
で
指
摘
し
ま
し
た
。
訴
訟
に
は
、
住
民
原
告
は
50
人
は
必
要
と

判
断
、
原
告
の
世
話
人
会
を
つ
く
っ
て
、
弁
護
士
も
一
緒
に
地
域
を
ま
わ
り
、
最
初
は
「
賛
成
・

反
対
で
な
く
、
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
対
象
地
域
の
外
も
含
め
て
回
り
、
原
告
が
71

人
と
な
っ
て
、
提
訴
し
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

都
議
会
議
員
の
曽
根
は
じ
め
さ
ん
（
日
本
共
産
党
）
か
ら
、
交
通
予
測
や
優
先
整
備
路
線
決

定
の
た
め
の
準
備
資
料
が
開
示
請
求
で
開
示
さ
れ
こ
の
資
料
で
、
「
道
路
を
広
げ
る
と
何
故
安

全
な
の
か
？
」
と
い
う
質
問
に
都
は
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
「
交
通

量
は
全
国
も
、
東
京
も
減
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
表
に
出
す
と
、
道
路
は
い
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
表
に
は
出
さ
な
い
。
」
と
会
議
で
発
言
し
て
い
る
こ
と
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

★
「
多
摩
地
区
の
経
験
交
流
会
」

多
摩
地
域
の
道
路
問
題
で
運
動
し
て
い
る
小
平
、
国
分
寺
、

西
東
京
、
調
布
、
三
鷹
の
地
域
の
住
民
の
会
の
経
験
交
流
会

に
参
加
。

道
路
交
通
量
予
測
に
つ
い
て
、
都
に
開
示
請
求
を
し
て
お

り
、
５
月
中
旬
に
だ
さ
れ
る
と
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

小
平
か
ら
、
３
・
２
・
８
号
線
が
事
業
認
可
さ
れ
、
訴
訟

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
。
調
布
か
ら
「
国
分
寺
崖
線
を

守
る
調
布
３
・
４
・
１
０
号
線
」
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
１
万
人
を
超
え
る
方
か
ら
署
名
を
集
め
た
と
の

報
告
。

小
金
井
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
経
過
を
報
告
、

意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

東
大
阪
市
の
都
市
計
画
道
路
の
計
画
見
直
し
視
察
報 

告
会

５
月
25
日
、
市
議
会
建
設
環
境
委
員
会
有
志
に
よ
る
東
大
阪
市
と
金
沢
市
の
視
察
報
告
会
が
あ
っ

た
。
東
大
阪
市
は
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
市
と
し
て
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
金
沢
市
は
、

自
転
車
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
報
告
会
は
、
百
瀬
和
浩
議
員
、
林
倫
子
議
員
、
坂
井
え
つ
子
議
員
が
開
催
。

東
大
阪
市
は
、
大
阪
府
が
見
直
し
を
お
こ
な
っ
た
も
と
で
、
市
独
自
に
見
直
し
方
針
を
策
定
し

て
、
50
年
前
に
つ
く
っ
た
計
画
を
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
人
口
減
少
な
ど
の
な
か
で
、
必
要
な
道

路
、
廃
止
す
べ
き
計
画
道
路
を
決
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

報
告
後
、
参
加
者
か
ら
は
、
東
大
阪
の
住
民
合
意
の
進
め
か
た
や
小
金
井
市
の2

路
線
で
の
運
動

の
進
め
方
な
ど
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
百
瀬
議
員
が
小
金
井
の
都
市
計
画
道
路
決
定
当
時
の
道
路
原
図
の
開
示
を
求
め
、
都
庁

で
開
示
資
料
の
手
続
き
中
に
、
都
の
担
当
者
が
、
「
街
路
計
画
課
の
な
か
に
見
直
し
の
部
署
を
、

今
期
中
に
つ
く
る
」
と
話
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
担
当
者
に
再
確
認
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

ホームページ開設

「都市計画道路を考える小金井市民の会」

のホームページを開設しました。

「会」の活動や予定、都市計画道路に関す

る情報、東京都や小金井市の情報を掲載し

ていきます。

http://koganeiroad.jimdo.com/

第
四
次
事
業
化
計
画
の
路
線
選
定
過
程
の
会
議
録
公
開

５
月
16
日
、
「
開
示
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
『
都
市
計
画
道
路
第
四
次
事
業
化
計
画
』
の

重
大
な
問
題
点
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
日
本
共
産
党
都
議
会
議
員
団
の
報
告
会
が
お
こ
な
わ

れ
、
市
民
の
会
か
ら
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
示
さ
れ
た
資
料
は
、
「
第
四
次
」
の
路
線
選
定
の
た
め
の
検
討
過
程
の
会
議
録
で
、
都
庁

の
幹
部
に
よ
る
「
庁
内
検
討
委
員
会
」
や
「
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
会
」
の
議
事
録
。

曽
根
都
議
か
ら
報
告
さ
れ
た
の
は
、

（
１
）
「
交
通
量
減
少
時
代
の
到
来
」
の
な
か
で
、
「
道
路
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
世
論
が
起

き
な
い
よ
う
に
「
配
慮
」
、
要
は
「
道
路
の
必
要
性
の
根
拠
が
く
ず
れ
て
い
る
」
こ
と
を
都
庁

内
部
で
も
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
議
事
録
か
ら
わ
か
っ
た
。

（
２
）
優
先
整
備
路
線
に
選
定
理
由
と
し
て
、
「
安
全
」
の
み
を
あ
げ
て
い
な
が
ら
、
警
視
庁

の
交
通
事
故
マ
ッ
プ
を
見
て
も
、
事
故
が
多
い
の
は
生
活
道
路
で
な
く
、
幹
線
道
路
で
あ
る
こ

こ
が
数
値
で
も
示
さ
れ
て
お
り
、
幹
線
道
路
を
作
れ
ば
、
事
故
を
地
域
内
に
呼
び
込
む
こ
と
に

な
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
１
日
「6

0
0
0

台
」
以
上
の
交
通
量
が
見
込
ま
れ
る
区
間
を
都
市
計
画
道
路
と
し
て
存
続

さ
せ
た
と
い
う
が
、
「6000

台
」
と
い
う
根
拠
が
、
示
せ
て
い
な
い
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。


